
「養護老人ホーム清流園」民間譲渡検討のためのサウンディング型市場調査【実施結果】

１ 調査の目的

養護老人ホーム清流園は、市内の養護老人ホーム６施設のうち唯一の公設の養護老人

ホームです。現在、指定管理制度を活用し施設運営を行っておりますが、サービスの維

持向上や効率的かつ長期的な視点に立った運営が求められることから、施設評価におい

て民間譲渡（民営化）を検討することとなりました。

今後、養護老人ホームの機能と安定的な運営を継続することを前提とした具体的な民

間譲渡の条件について検討するため、サウンディング型調査を実施しました。

２ 経過

（１）令和６年２月２２日（木） 対話実施の公表

（２）令和６年２月２２日（木）から４月２２日（月）まで 対話実施事業者募集

（３）令和６年３月 １日（金）から４月２２日（月）まで 個別対話の実施

（４）令和６年４月２３日（火）から６月２８日（月) まで 個別対話の内容整理期間

（５）令和６年８月 ９日（金） 実施結果の公表

３ 対話参加状況※事業者名は非公表

・１団体

・業種：社会福祉法人

４ 対話の内容（概要）

・譲渡後も養護老人ホーム措置事業を継続することを市が保証してくれることが前提

だと思う。

・修繕が必要な時期に来ているとのことだが、それを法人が引き受けるとなると建物

の取得費用の工面もあるので負担が大きいと思う。

・養護老人ホームの運営単体の収益で建物を取得するのは難しく、法人内での捻出や

福祉医療機構等からの貸付が必要になる。

５ 今後の予定

今回の「サウンディング調査」で、参加いただいた社会福祉法人様から貴重なご意見

等をお聞きすることができました。

本市としましては、今回いただいた対話内容をもとに、民間譲渡に向けた課題、日程

などについて具体的な検討を行っていきます。
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